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福島原発事故で放出された放射性セシウムのうち、除染困難な山林へ降下したものは土砂に吸着さ

れ、年に 0.5 パーセント程度が川へ流出して下流へ移動し、最終的に海に達すると推定されている。

その一部は沿岸域に沈降し魚介類の放射能濃度に影響を与えるが、沿岸域では波浪・潮流等の多様な

海洋現象が重畳するため、沿岸域でのセシウム吸着土砂の挙動を予測するには、それらの現象を考慮

に入れたモデル開発と広範囲な実測が不可欠となる。そこで、セシウム移動が最も大きいと予測され

る福島県請戸川河口域について、現地調査等の結果とモデル計算に基づいて重点的に調査すべき海洋

現象を選別した研究について発表する。 

河口沿岸域で土砂の移動の原因となりうる海洋現象として、波浪、潮汐流、河川流、遠洋の海流、

風由来の沿岸流などが考えられる。これらのうち、どれが主要な要因となるかは河川の規模や周囲の

地形、対象とする地域の大きさのスケールによって大きく異なることが分かる。チェルノブイリ、セ

ラフィールドなど過去のいくつかの放射性セシウム放出事象についてはそれぞれ海洋でのインベント

リ推移の研究が行われてきたが、事象ごとに条件が大きく異なるため、全く異なるモデル化が必要と

なる。福島原発の場合も、初期放出分についての太平洋全体での移動計算や、一級河川の河口での土

砂の移動などの研究例があったが、今後のセシウム移動予測で重要となるのは高濃度汚染地域を上流

域に持つ幅２メートル程度の中小河川群となり、その河口域でどのような海洋現象が支配的になるか

を同定する必要がある。 

本研究では計算に必要な現地の地形や風速、海流、潮汐差といった各種データを入手し、各々の海

洋現象が土砂移動に与える影響について個別に適切なモデルを設定してシミュレーションを行い、そ

の度合いを評価した。その結果、波浪と風由来の沿岸流、そして河川の流量のみが土砂の移動に支配

的であり、その他の現象は無視できることを見出した。現地調査では、放射能濃度の高いシルトは海

底の岩場と砂が多い海底の間にある段差の部分に局在していることが分かっている。今後の重要課題

は、そのようなシルトが時間とともにどのように移動するかを実測とシミュレーションの両面から予

測し、沿岸における放射性セシウムの環境半減期を推定することである。 
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(10 mesh)
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN2/kaisyo/c
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